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「
景
徳
鑓
陶
査
史
稿
」
一
昨
年
四
月
東
京
高
島
屋
で
関
か
れ
た
中
国
陶
釜
展
を
記
念
し
て
「
中
国
名
陶
百
選
」
な
る
豪
華
本
が
主
催
の
日
本
経
済
新
聞
社
か
ら
出
版
さ
れ
、
無
暗
に
忙
し
い
教
師
稼
業
の
毎
日
に
、
い
か
程
の
楽
し
み
を
与
え
て
く
れ
た
事
か
。
他
方
、
か
ね
て
よ
り
雑
用
の
余
暇
に
読
も
う
と
し
て
い
た
「
陶
査
史
稿
」
を
、
右
の
寄
の
出
版
を
契
機
と
し
て
、
自
分
な
り
に
読
み
上
げ
よ
う
と
い
た
J
想
い
を
進
め
て
も
く
れ
た。
本
文
四
三
四
頁
、
図
版
-
O二
頁
(
中
、
色
刷
囚
頁
〉
か
ら
成
る
本
書
、
「
景
徳
鋲
陶
姿
史
稿
」
は
、
お
な
じ
く
一
昨
年
、
江
西
省
軽
工
業
庁
陶
室
研
究
所
の
納
終
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
断
わ
る
迄
も
な
く
、
景
徳
鋲
は
中
国
最
大
の
製
陶
地
と
し
て
、
世
界
的
に
有
名
な
所
、
江
西
省
浮
梁
県
に
属
し
、
昌
江
に
浴
っ
た
省
の
東
北
隅
、
ま
た
昌
江
の
南
岸
に
位
す
る
た
め
古
く
は
昌
南
鎖
と
も
よ
ば
れ
、
北
宋
の
景
徳
年
聞
に
景
徳
鋲
と
改
め
ら
れ
た
。
起
源
は
古
く
抽
出
代
に
測
る
が
、
中
国
最
大
の
製
陶
地
と
し
て
栄
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
特
に
明
・
清
時
代
、
御
器
廠
が
お
か
れ
、
国
内
需
要
の
過
半
数
を
読
む
横
成
都
子
回
が
こ
の
地
で
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
、
最
盛
時
の
嘉
靖
・
万
暦
時
代
に
は
鋲
の
人
口
が
五
十
万
に
達
し
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
き
て
、
編
著
の
責
を
負
っ
て
い
る
陶
箆
研
究
所
が
鋲
に
生
ま
れ
た
の
は
一
丸
五
四
年
で
あ
り
、
陶
琵
試
験
研
究
所
と
し
て
、
正
式
に
成
立
し
た
の
は
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
本
文
に
よ
れ
ば
、
第
四
篇
第
二
章
第
一
節
「
陶
器
品
研
究
機
構
的
設
立
L
に
、
鋲
の
旧
来
の
生
産
知
識
と
技
術
経
験
と
を
総
合
し
、
そ
の
伝
統
に
全
面
的
調
杢
と
系
統
的
分
析
と
を
加
え
、
陶
資
生
産
上
に
科
学
指
導
を
期
し
、
世
界
陶
室
生
産
の
水
準
を
高
め
る
た
め
の
統
一
さ
れ
た
機
椛
を
必
要
と
し
て
成
立
を
見
た
、
と
あ
る
。
そ
も
そ
も
り
前
身
は
、
一
九
四
九
年
冬
期
に
組
織
さ
れ
て
社
会
改
革
と
経
済
快
俊
工
作
に
当
っ
た
陶
資
美
術
研
究
会
、
、
、
、
で
あ
り
、
次
い
で
五
十
年
十
二
月
に
陶
資
美
術
工
作
者
に
思
想
上
の
和
め
を
強
加
す
る
た
め
(
傍
点
筆
者
)
成
立
し
た
文
聯
美
術
の
具
体
的
方
法
と
し
て
、
彫
塑
領
袖
像
な
ど
を
工
作
者
に
制
作
さ
せ
、
或
い
は
埋
も
れ
て
い
る
老
芸
人
の
探
索
に
あ
た
っ
た
。
更
に
五
十
三
年
に
六
新
制
作
の
参
考
に
資
す
る
た
め
、
歴
代
の
各
種
の
陶
資
作
品
を
陳
列
す
る
陶
室
館
を
開
く
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
翌
年
の
は
じ
め
に
正
式
に
開
館
を
み
た
。
五
十
四
年
三
月
、
研
究
と
生
産
と
を
結
び
合
わ
せ
た
美
術
陶
賀
工
芸
社
が
成
立
、
全
市
の
優
努
な
代
表
的
陶
賀
美
術
工
作
者
廿
七
人
を
、
分
散
し
て
い
る
小
生
産
者
の
核
心
組
織
と
す
る
た
め
に
吸
収
、
五
五
年
更
に
優
秀
芸
人
十
六
人
を
加
え
た
。
五
四
年
に
は
ま
た
全
国
的
に
、
技
術
革
新
運
動
が
展
開
さ
れ
、
景
徳
鎮
も
参
加
し
た
。
し
か
し
、
A
、
資
器
に
廃
品
な
ど
の
出
た
場
合
、
そ
の
責
任
を
相
互
に
推
卸
す
る
よ
う
な
傾
向
が
あ
り
、
指
導
工
作
を
専
門
に
担
当
す
る
機
構
の
要
が
痛
感
さ
れ
た
こ
と
。
B
、
蘇
聯
の
専
門
家
が
来
鋲
し
て
の
説
に
よ
る
と
、
鋲
自
体
の
方
向
に
異
論
は
な
い
が
技
術
操
作
の
函
で
お
く
れ
を
取
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
対
世
界
的
に
考
え
た
場
合
、
研
究
工
作
と
技
術
革
新
を
指
噂
す
る
単
一
の
強
固
な
機
関
の
確
立
が
要
請
さ
れ
る
と
と
。
c、
五
二
年
か
ら
活
粕
な
ど
の
研
究
が
推
進
さ
れ
た
が
或
る
も
の
は
市
委
に
或
る
も
り
は
市
工
業
機
関
に
と
い
う
よ
う
に
指
母
機
関
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
。
な
ど
の
如
き
理
由
か
ら
、
上
記
研
究
所
の
成
立
と
な
っ
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
文
字
通
り
歴
史
上
始
め
て
の
大
規
模
な
陶
資
工
芸
研
究
六
回
機
関
で
あ
り
、
各
国
と
の
技
術
提
携
、
新
工
作
者
の
養
成
、
製
品
全
部
の
資
料
提
示
、
一
切
の
材
料
の
科
学
的
分
析
な
ど
の
任
務
を
も
ち
、
授
の
原
料
の
探
査
、
部
胎
成
型
技
術
の
改
進
、
機
械
成
型
の
創
作
、
窯
の
改
造
、
試
作
、
製
琵
工
具
の
改
善
な
ど
多
く
の
成
果
を
あ
げ
た
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
研
究
所
成
立
に
速
な
る
事
情
を
詳
説
し
た
の
は
外
で
も
な
い
。
人
民
共
和
国
の
成
立
后
、
数
年
を
経
ず
し
て
伝
統
芸
術
保
存
育
成
の
研
究
所
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
民
族
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
多
数
国
外
に
持
ち
去
ら
れ
、
近
代
の
嵐
に
耐
え
ぬ
い
た
新
中
国
が
解
放
后
に
行
っ
た
対
芸
術
工
作
の
一
端
が
如
実
に
一
市
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
殊
更
の
関
心
を
覚
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
本
書
に
み
ら
れ
る
こ
の
編
著
者
の
一
貫
し
た
思
潮
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
一
九
四
二
年
に
な
さ
れ
た
毛
沢
東
の
文
芸
講
話
の
精
神
を
汲
む
こ
と
@
「
百
花
斉
放
、
推
阪
出
新
」
の
芸
術
方
針
を
貫
徹
し
、
政
治
思
似
の
領
噂
を
強
め
、
創
作
の
思
怨
性
と
芸
術
性
を
高
め
、
康
・
乾
時
代
の
歴
史
水
準
に
達
し
超
越
す
る
こ
と
。
中
央
指
示
の
「
実
用
」
、
「
経
済
」
、
「
美
観
」
、
の
原
則
を
根
拠
と
し
、
更
に
多
く
の
新
産
器
を
創
造
し
、
広
丸
な
人
民
の
需
要
に
応
え
ん
が
た
め
、
と
い
う
祭
の
方
針
が
ど
こ
ま
で
も
貫
か
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
こ
れ
ま
で
未
解
決
で
あ
っ
た
中
国
陶
鷲
史
上
の
幾
多
の
問
題
の
解
決
が
可
能
に
な
っ
た
、
と
の
自
信
に
満
ち
た
論
調
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
解
放
后
の
大
規
模
な
閏
土
基
本
建
設
中
、
不
断
に
発
見
さ
れ
る
地
下
文
物
の
活
用
に
よ
る
。
不
完
全
な
統
計
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
十
四
万
件
に
も
達
し
、
中
で
も
-
九
五
四
年
に
行
わ
れ
た
「
基
本
建
設
工
程
中
出
土
文
物
展
」
の
最
大
多
数
を
陶
査
が
占
め
た
よ
う
に
、
豊
富
な
資
料
の
提
出
で
、
視
野
と
知
識
の
驚
く
べ
き
拡
大
を
み
た
こ
と
に
あ
る
。
「
文
物
参
考
資
料
」
に
唾
え
ん
の
的
に
な
る
も
の
が
連
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
想
像
は
し
て
い
た
が
、
実
際
の
活
用
を
眼
前
に
し
て
首
肯
の
度
を
更
に
深
く
さ
せ
ら
れ
た
。
各
章
に
こ
の
出
土
物
を
活
か
し
て
の
論
証
を
展
開
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
そ
の
一
つ
と
し
て
、
第
二
篇
「
封
建
時
代
景
徳
鎮
的
陶
驚
工
業
」
第
工
ヰ
「
景
徳
鎮
陶
資
工
業
的
起
源
及
其
発
展
」
第
一
節
「
従
『
新
平
治
陶
』
到
『
仮
玉
器
』
(
淡
到
唐
・
・
一
世
紀
l
十
世
紀
〉
」
中
の
一
項
〔
周
代
寝
客
陶
窯
和
洪
州
窯
問
題
〕
と
題
す
る
洪
州
窯
の
問
題
は
、
論
拠
の
確
か
な
新
説
と
し
て
、
ま
た
第
二
節
「
天
下
威
称
長
徳
鎮
資
器
〈
宋
到
元
:
十
世
紀
l
十
四
世
紀
)
」
中
の
一
項
門
色
和
的
創
作
与
各
窯
的
関
係
〕
と
題
す
る
条
の
グ
司
祭
グ
の
問
題
は
う
な
ず
け
な
い
例
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
項
の
洪
州
窯
に
つ
い
て
は
、
「
名
陶
百
選
」
に
小
山
富
士
夫
氏
の
解
説
で
、
「
洪
州
祭
は
唐
時
代
江
西
省
の
首
都
南
昌
に
あ
っ
た
祭
で
あ
る
。
し
か
し
洪
州
窯
で
ど
ん
な
や
き
も
の
を
産
し
た
の
か
一
切
「
品
川
徳
鎮
陶
茸
史
稿
」
を
読
む
ハ
横
田
)
不
明
で
あ
っ
た
が
、
京
都
国
立
博
物
館
の
藤
岡
了
一
民
が
戦
争
中
南
畠
で
洪
州
窯
に
比
定
す
べ
き
遺
品
を
発
見
し
、
洪
州
祭
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
は
じ
め
て
分
っ
た
。
陸
羽
の
「
茶
経
」
に
も
「
洪
州
事
晶
褐
」
と
あ
る
よ
う
に
粕
色
は
淡
い
褐
色
を
帯
び
、
唐
独
特
の
豊
か
な
器
形
文
様
の
や
き
も
の
で
あ
る
。
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
書
が
問
題
に
す
る
の
は
、
こ
の
陸
羽
の
「
茶
経
」
に
洪
州
窯
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
以
後
の
陶
書
は
、
洪
州
窯
を
顕
示
し
、
更
に
焼
造
地
点
を
南
昌
に
お
い
て
お
り
、
器
制
は
と
言
え
ば
、
此
も
「
茶
経
」
に
「
補
色
賀
県
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
か
ら
、
果
し
て
南
昌
は
洪
州
の
治
所
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
洪
州
窯
は
南
昌
に
存
在
し
た
と
す
る
の
は
妥
当
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る。
本
書
の
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
「
洪
州
窯
は
即
ち
景
徳
鋲
な
り
、
洪
州
器
は
即
ち
景
徳
鋲
器
な
り
、
と
す
」
で
あ
る
。
理
由
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
主
な
点
は
、
一
、
景
徳
鎮
附
近
石
虎
精
出
土
之
砕
片
。
二
、
唐
代
行
政
区
割
上
。
三
、
専
設
窯
務
機
構
上
。
の
一
ニ
つ
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
三
ウ
に
つ
い
て
、
太
蓄
の
所
説
を
紹
介
し
た
い
。
六
五
-
、
-
九
五
三
年
に
景
徳
鋲
よ
り
二
十
翠
呈
離
れ
て
い
る
石
虎
崎
町
で
出
土
し
た
多
く
の
唐
代
焼
造
の
資
片
が
極
め
て
長
沙
出
土
の
も
の
に
類
似
し
、
茶
経
に
「
洪
州
琵
褐
、
岳
州
に
次
ぐ
」
と
あ
る
の
と
甚
だ
符
合
す
る
.
「
石
虎
湾
」
は
或
い
は
「
白
虎
湾
」
に
作
り
、
湘
湖
と
湖
回
(
共
に
宋
代
の
窯
祉
の
あ
る
所
)
の
閑
の
場
所
で
、
出
土
砕
片
の
紬
色
は
、
所
謂
「
背
粕
帯
黄
」
、
一
般
に
「
悠
殻
青
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
長
沙
は
即
ち
「
岳
州
」
露
間
社
で
あ
る
@
岳
州
育
支
の
生
産
は
当
時
甚
だ
多
か
っ
た
の
で
景
徳
鎮
の
制
作
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
、
及
び
こ
の
岳
州
1
長
沙
出
土
の
も
の
が
「
帯
黄
帯
青
」
(
冊
目
殻
青
)
で
あ
る
と
と
に
よ
り
汁
唐
代
の
洪
州
器
は
即
ち
景
徳
鎮
器
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
二
、
唐
の
武
徳
八
年
頃
の
景
徳
鎮
は
鋲
名
を
以
つ
で
す
れ
ば
「
新
平
」
(
或
い
は
昌
南
)
、
県
を
以
っ
て
称
す
れ
ば
「
臨
陽
」
、
郡
を
以
っ
て
称
す
れ
ば
「
鱗
州
」
、
都
督
府
を
以
っ
て
称
す
れ
ば
「
洪
州
」
と
為
す
。
唐
宋
時
代
、
窯
に
名
づ
く
る
に
は
通
例
、
大
地
名
称
呼
を
と
っ
た
。
例
え
ば
、
紹
興
・
杭
州
な
ど
の
窯
は
「
越
州
窯
」
と
統
称
L
、
内
丘
窯
は
則
ち
「
那
州
窯
」
と
称
し
、
曲
陽
窯
は
則
ち
「
定
州
窪
に
と
称
せ
し
が
如
く
で
あ
る
。
「
洪
州
窒
に
も
ま
た
同
様
の
も
の
で
、
新
平
窯
と
称
せ
ず
し
て
洪
察
州
と
し
た
も
の
。
す
べ
て
大
行
政
区
に
よ
っ
て
名
づ
け
た
か
ら
、
名
称
上
の
地
名
と
焼
造
地
点
と
は
甚
だ
遠
き
も
の
で
あ
る
。
六
六
、
「
景
徳
鎮
陶
録
」
巻
八
の
記
識
。
「
唐
有
弦
務
所
」
唐
、
楕
齢
、
字
玉
街
、
晋
州
人
o
H
M
隆
初
(
七
O
八
|
七
O
九
U
為
新
平
司
務
。
会
洪
州
都
持
府
市
中
詔
需
献
陵
祭
掠
甚
迫
。
緩
馳
恥
門
、
力
殴
歳
紙
、
戸
力
凋
残
、
覚
後
止
。
円
建
陵
名
官
志
U
を
引
き
、
此
は
明
ら
か
に
洪
州
都
督
府
が
焼
造
任
務
を
と
り
、
新
平
司
務
(
景
徳
鋲
〉
に
交
せ
し
に
あ
ら
ず
や
と
し
、
仮
に
も
し
、
洪
州
器
を
南
昌
態
と
せ
ば
、
そ
の
司
務
は
応
に
南
昌
に
在
る
ベ
し
。
何
ぞ
「
新
平
司
務
馳
料
開
(
二
世
に
般
に
作
る
、
筆
者
〉
門
、
力
隙
歳
歓
」
の
必
要
あ
ら
ん
、
と
た
だ
し
て
論
拠
と
し
て
い
る
。
次
い
で
、
上
田
恭
輔
氏
「
支
那
陶
磁
の
時
代
的
研
究
」
、
渡
辺
索
舟
氏
の
「
支
那
陶
資
史
」
の
こ
の
点
に
関
す
る
説
を
、
中
国
の
実
状
を
知
ら
な
い
翠
強
附
会
の
も
の
主
し
て
退
け
、
上
記
「
名
陶
百
選
」
に
み
た
如
く
藤
岡
了
一
氏
の
説
を
と
る
小
山
富
士
夫
氏
「
支
那
青
支
史
稿
」
に
関
し
て
は
、
「
ま
た
小
山
富
士
夫
の
『
支
那
育
費
史
稿
』
一
書
中
に
藤
岡
了
一
所
蔵
の
洪
州
窯
育
資
花
郷
文
四
一
件
(
四
は
皿
の
ミ
旦
プ
リ
y
ト
な
ら
ん
、
筆
者
V
を
捜
集
。
せ
る
有
り
。
是
れ
抗
日
戦
争
期
間
、
藤
岡
了
一
江
西
に
従
軍
し
南
昌
に
お
い
て
所
得
せ
る
も
の
。
窯
祉
は
南
昌
南
郊
一
旦
詐
り
の
地
方
に
在
り
、
-
件
の
玄
器
の
獲
得
を
し
て
、
之
を
決
し
て
洪
州
添
物
と
な
す
。
而
う
し
て
ま
た
貿
然
と
し
て
其
の
窯
枇
の
所
在
を
確
定
せ
り
。
こ
れ
、
古
積
一
家
の
人
を
欺
く
の
談
に
し
て
決
し
て
信
ず
可
か
ら
ず
。
」
と
一
蹴
し
、
結
局
、
「
之
を
総
ず
れ
ば
、
景
徳
鎮
の
資
業
、
唐
代
に
お
い
て
人
を
驚
か
す
の
発
展
を
有
し
、
同
時
に
ま
た
当
時
江
西
唯
一
の
腕
奮
の
地
方
な
り
。
そ
の
作
品
は
『
茶
経
』
は
専
ら
茶
色
を
以
っ
て
品
評
次
第
し
、
資
器
の
本
質
を
根
拠
と
せ
ず
、
こ
れ
は
大
い
に
正
確
の
も
の
な
ら
ず
。
出
土
物
に
就
け
ば
そ
れ
は
越
育
郎
自
の
長
を
具
有
す
。
そ
の
生
産
量
は
甚
だ
大
き
く
、
一
般
人
の
日
常
所
需
に
供
給
す
る
の
み
な
ら
ず
、
且
つ
ま
た
器
を
進
御
す
る
を
要
制
さ
れ
祭
器
を
造
献
す
。
こ
の
時
の
制
作
、
柳
宗
元
が
餓
州
刺
史
元
経
の
為
に
作
る
所
の
『
進
資
器
状
』
中
に
説
く
『
菓
至
徳
之
陶
燕
、
自
無
苦
筑
a
合
太
和
以
融
結
、
克
保
堅
点
。
且
無
瓦
釜
之
鳴
、
是
称
土
釧
之
徳
。
』
(
元
和
八
年
、
八
一
三
〉
の
如
し
。
『
無
苦
隣
』
は
火
候
に
対
し
己
に
能
く
完
全
掌
握
し
、
『
保
竪
点
』
は
そ
の
質
料
己
に
従
前
の
如
く
一
様
な
ら
ず
『
巧
に
し
て
竪
か
ら
ざ
る
』
な
り
。
こ
れ
正
に
唐
代
景
徳
鋲
資
器
の
特
点
を
説
明
せ
り
。
」
と
し
て
、
こ
の
項
を
終
る
。
手
許
に
彼
此
検
討
す
る
に
足
る
多
く
の
資
料
を
も
た
な
い
の
で
論
断
を
さ
け
る
が
、
石
虎
湾
出
土
物
が
論
拠
の
第
}
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
正
鵠
を
得
て
い
る
と
岡
山
ぅ
。
但
し
、
藤
岡
了
一
氏
蔵
の
唐
洪
州
窯
育
費
花
婚
女
皿
の
写
真
は
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
右
虎
糖
、
長
沙
出
土
の
砕
片
な
る
も
の
は
掲
載
さ
れ
乞
い
「
品
川
徳
鎮
陶
覧
史
税
」
を
読
む
ハ
故
国
)
な
い
。
煩
裁
に
わ
た
る
に
せ
よ
、
出
土
文
物
も
代
表
的
な
も
の
は
全
て
掲
げ
、
参
考
に
供
す
べ
き
で
あ
る
k
思
う
。
後
官
官
は
小
閣
の
如
く
、
景
徳
の
銀
色
刷
と
各
窯
の
関
係
を
叙
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
特
に
景
徳
鎮
の
管
制
の
系
統
に
関
し
て
の
部
分
で
あ
る
。
抄
出
し
て
み
る
と
、
「
景
徳
鎮
の
背
査
は
南
分
越
窯
の
事
円
安
に
属
し
、
越
窯
白
書
育
資
は
就
ち
所
調
『
秘
色
』
で
あ
る
。
『
泌
色
』
と
は
但
し
何
か
と
言
え
ば
、
よ
く
説
か
れ
る
如
く
『
泌
中
の
泌
』
と
か
『
統
治
階
級
の
専
有
品
』
と
か
を
指
す
の
で
は
な
く
、
こ
の
種
の
勅
の
統
称
で
あ
る
。
こ
の
種
主
は
、
例
え
ば
『
愛
堂
日
抄
』
所
説
の
如
く
『
古
よ
り
陶
、
背
品
を
重
ん
ず
、
晋
は
線
交
と
日
い
、
唐
は
千
峰
翠
色
と
い
ふ
、
柴
周
は
雨
過
天
青
色
目
い
、
呉
越
は
制
脚
色
と
回
う
目
共
の
色
皆
背
L
」
で
あ
り
、
竜
泉
青
も
当
時
に
お
い
て
は
就
ち
日
脚
色
で
あ
る
。
而
し
て
越
窯
之
秘
色
は
明
初
に
在
り
て
遂
に
絶
え
し
が
、
景
徳
鎮
の
秘
色
は
明
滑
に
至
る
も
街
お
在
佑
し
、
明
代
景
徳
銀
御
器
中
に
仇
お
秘
色
が
多
い
。
こ
の
景
徳
鋲
制
脚
色
は
竜
泉
青
の
傍
造
で
、
宋
代
よ
り
起
る
。
竜
泉
に
は
宋
に
両
個
の
名
祭
あ
り
、
一
は
司
祭
、
章
生
一
燐
造
す
る
所
、
-
は
弟
索
、
章
生
二
焼
造
を
為
す
。
弟
窯
或
い
は
琉
固
と
称
し
、
或
い
は
直
、
竜
泉
窯
と
称
す
。
寄
察
、
弟
察
の
利
色
に
関
し
て
陶
説
、
陶
録
な
ど
の
記
述
に
従
え
ば
『
寄
窯
は
粉
青
を
取
六
七
り
て
上
と
為
し
、
淡
白
之
に
次
ぐ
、
油
灰
色
、
色
の
下
な
り
。
弟
窯
は
色
緑
に
、
純
粋
な
る
こ
と
美
玉
の
如
く
紋
片
な
き
も
の
を
貴
と
為
す
』
と
な
る
。
現
在
の
調
査
を
根
拠
と
す
れ
ば
、
寄
.
弟
両
窯
白
特
徴
に
対
し
て
以
っ
て
具
体
的
分
析
の
作
出
を
可
と
す
。
弟
窯
は
紋
片
有
り
且
つ
大
小
の
分
有
り
。
そ
の
色
紬
の
程
度
は
極
め
て
一
致
せ
ず
淡
炊
米
色
よ
り
以
っ
て
黄
色
な
る
も
の
に
至
り
、
や
や
淡
き
青
色
よ
り
以
っ
て
蟹
殻
青
或
い
は
茶
褐
色
或
い
は
昼
緑
色
に
至
る
も
の
あ
り
。
弟
窯
は
粉
青
色
の
粕
色
を
以
っ
て
最
佳
と
な
す
。
粉
青
色
は
正
に
鉄
の
遼
原
の
標
準
色
た
る
に
因
る
。
其
次
翠
育
有
り
濃
淡
一
な
ら
ず
、
豆
緑
有
り
、
色
、
汝
器
と
大
致
相
同
じ
、
往
往
に
し
て
相
混
じ
分
緋
し
易
か
ら
ず
。
景
徳
鎮
の
伐
竜
泉
は
寄
窯
・
弟
盟
問
兼
佑
せ
る
も
の
な
り
。
佑
帯
窯
の
も
の
は
関
片
多
し
、
景
徳
鎮
附
近
古
窯
祉
中
所
出
の
砕
片
を
根
拠
と
せ
ば
、
青
色
は
帯
察
と
相
似
し
紋
片
ま
た
大
小
あ
り
、
大
小
之
中
又
両
式
あ
り
。
:
・
:
片
紋
の
交
錯
に
由
り
細
限
を
形
成
す
、
似
た
る
も
の
り
術
語
は
所
調
『
魚
子
紋
』
な
り
。
ま
た
斯
の
如
く
作
さ
ざ
る
の
開
片
は
付
仏
重
霊
の
球
裂
機
の
紋
片
を
形
成
す
。
こ
れ
就
ち
所
謂
『
百
汲
砕
』
な
り
。
景
徳
鎮
早
期
の
伐
品
は
『
百
域
砕
』
を
以
っ
て
多
し
と
な
す
。
『
百
城
砕
』
は
本
、
寄
窯
特
有
の
名
称
た
り
。
『
竜
泉
県
志
』
に
説
う
。
『
掌
生
}
主
る
所
の
窯
、
其
の
器
皆
浅
白
断
文
、
百
六
八
城
砕
と
号
す
ハ
中
略
)
之
を
総
ず
れ
ば
呆
徳
鎮
の
作
竜
来
、
帯
輩
…
の
出
向
粕
に
属
す
る
は
則
ち
米
色
・
彼
殻
背
・
豆
緑
な
ど
な
り
。
弟
窯
に
属
す
る
も
の
.
は
則
ち
粉
背
・
翠
車
問
な
り
。
」
と
説
か
れ
て
い
る
景
徳
鎮
の
背
査
は
竜
泉
系
の
も
の
が
多
く
、
そ
の
竜
泉
系
の
中
で
も
章
生
一
・
生
二
兄
弟
の
司
窯
・
弟
窯
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
問
題
は
こ
の
耶
静
で
、
尾
崎
拘
盛
氏
は
「
中
国
の
陶
磁
」
の
中
で
、
文
献
に
よ
る
と
南
宋
代
、
竜
泉
に
章
氏
の
兄
弟
が
あ
っ
て
各
、
青
磁
を
焼
い
た
。
そ
の
兄
の
察
を
帯
窯
と
称
し
、
弟
の
窯
を
弟
窯
又
は
単
に
章
窯
と
言
う
た
と
あ
る
。
而
し
て
帯
窯
の
方
は
胎
土
に
鉄
の
含
有
盆
が
多
く
紫
口
鉄
足
で
あ
り
其
糊
に
は
氷
裂
が
多
く
之
を
百
域
砕
と
号
し
た
。
弟
祭
の
方
は
糊
に
開
片
が
な
く
玲
瑞
と
し
て
青
玉
の
如
く
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
弟
窯
の
、、
方
は
我
邦
に
お
い
て
砧
手
と
称
す
る
も
の
が
之
に
該
当
す
る
こ
と
は
容
易
に
諒
解
せ
ら
れ
る
が
、
然
し
司
祭
の
方
は
仲
々
、
右
の
記
述
に
当
る
も
の
が
見
当
ら
な
い
。
そ
こ
で
郊
壇
窯
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
解
釈
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
近
来
、
郊
随
筆
…
と
異
っ
た
器
が
発
見
さ
れ
る
に
至
っ
て
之
こ
そ
寄
窯
だ
と
い
う
説
が
生
ず
る
に
至
っ
た
ζ
と
は
既
述
(
注
)
し
た
。
然
し
何
分
僅
少
の
器
を
以
っ
て
か
く
速
断
す
る
は
妥
当
で
な
い
か
ら
将
来
、、
の
研
究
に
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
竜
泉
の
大
麻
と
い
う
窯
が
碍
窯
ら
し
い
と
い
う
説
も
あ
る
が
未
だ
確
か
で
は
な
い
。
」
門
注
〉
従
来
、
郊
壇
窯
は
膏
里
山
だ
と
い
わ
れ
た
。
然
L
司
祭
は
後
述
の
如
く
文
献
に
よ
る
と
竜
泉
に
あ
る
別
町
窯
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
の
点
に
つ
き
疑
問
が
あ
っ
た
。
而
し
て
近
来
、
前
記
郊
壇
盟
問
と
等
し
く
関
片
り
あ
る
背
磁
で
胎
は
黒
褐
色
で
あ
る
が
陶
胎
で
な
く
石
焼
で
あ
り
作
行
も
柏
町
調
子
も
開
片
の
入
り
方
も
著
し
く
呉
っ
た
器
が
あ
る
こ
と
が
判
明
L
之
が
真
由
帯
窯
で
あ
ろ
う
と
い
う
説
が
生
ず
る
に
至
っ
た。
主
苛
可
窯
の
真
性
が
不
明
確
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
又
、
選
」
白
小
山
宮
士
夫
氏
の
説
く
所
は
、
竜
泉
密
が
も
っ
と
も
盛
ん
だ
っ
た
白
は
南
宋
か
ら
明
初
に
か
け
て
で
、
竜
泉
県
治
を
め
ぐ
っ
て
大
祭
・
金
村
・
竹
口
・
楓
裳
・
鷲
窯
・
新
亭
・
紘
湖
渓
・
岱
根
・
劫
頭
・
大
麻
・
幕
祭
・
前
頼
・
胡
辺
月
・
木
岱
・
渓
湖
・
孫
坑
・
上
羊
顕
な
ど
の
諸
村
百
数
十
箇
所
に
何
百
と
い
う
古
祭
祉
が
あ
る
と
り
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
宋
代
の
窯
と
さ
れ
て
い
る
白
は
大
祭
・
大
麻
・
木
岱
で
、
こ
と
に
大
祭
は
宋
代
最
も
盛
ん
だ
っ
た
製
陶
地
と
さ
れ
て
い
る
。
大
窯
は
古
く
は
琉
固
と
よ
び
竜
泉
製
陶
の
中
心
地
だ
っ
た
ら
し
く
、
陳
万
里
氏
自
報
告
に
よ
る
と
、
附
近
に
三
十
六
甲
古
窯
祉
が
あ
る
と
の
己
主
で
あ
る
。
ま
た
宋
代
竜
泉
の
名
工
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
章
生
一
・
章
生
二
兄
弟
白
装
も
ま
た
己
の
地
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
」
「
名
陶
百
と
い
う
の
で
、
伝
聞
形
態
の
文
章
で
明
確
を
欠
く
が
、
尾
崎
氏
は
大
「
品
川
徳
鎮
陶
読
史
稿
」
を
読
む
(
椀
回
〉
麻
と
い
与
、
小
山
氏
は
大
窯
と
い
い
、
と
も
角
、
専
窯
の
存
在
を
不
明
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
久
志
卓
真
氏
の
「
中
国
陶
器
|
育
室
篇
」
の
説
に
な
る
と
、
「
寄
窯
の
名
は
雲
散
霧
消
す
〈
き
も
の
で
あ
る
」
と
、
仮
空
白
空
間
名
な
り
と
結
論
づ
け
て
い
る
・
「
膏
窟
は
汝
官
窯
の
あ
る
も
の
が
均
窯
と
よ
ば
れ
、
そ
の
汝
官
窯
の
流
れ
を
汲
む
修
内
司
祭
、
郊
壇
窯
な
と
が
で
き
て
汝
官
窯
町
中
の
迷
子
ハ
汝
官
窯
青
賓
の
中
そ
の
作
行
の
関
係
で
汝
官
窯
と
恩
わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
U
に
な
っ
た
も
の
が
何
れ
に
も
属
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
生
じ
た
も
の
で
、
郊
壇
の
オ
り
H
ノ
γ
で
あ
る
ヒ
ピ
の
あ
る
汝
官
窯
の
流
れ
を
波
む
官
盟
問
風
な
上
手
の
青
寛
の
名
称
の
附
け
よ
う
の
な
い
も
の
が
寄
せ
集
め
ら
れ
て
便
宜
上
、
甘
宵
四
畠
山
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
り
中
に
は
竜
泉
築
の
ひ
び
の
あ
る
も
の
も
合
流
し
「
七
修
続
稿
」
円
嘉
靖
末
期
出
版
)
の
寄
軍
主
竜
泉
擦
と
は
皆
処
州
竜
泉
県
に
出
づ
、
南
宋
四
時
に
章
生
二
平
生
二
百
兄
弟
あ
り
て
各
一
窯
を
主
ど
る
。
生
一
陶
す
る
も
の
は
司
祭
と
な
す
。
兄
の
故
を
以
つ
て
な
り
。
生
二
陶
す
る
も
の
は
竜
泉
と
な
す
。
地
を
以
っ
て
名
づ
く
る
也
」
と
い
う
よ
う
な
お
伽
語
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
由
緒
が
生
じ
ま
す
。
大
体
、
竜
泉
窯
の
よ
う
な
規
模
の
大
き
い
種
類
の
多
い
祭
が
章
兄
弟
の
よ
う
な
個
人
的
勢
力
で
二
分
さ
れ
る
よ
う
な
馬
鹿
な
話
は
成
り
立
つ
管
が
あ
り
ま
せ
ん
。
均
密
に
名
称
を
噂
わ
れ
て
迷
い
子
に
な
っ
た
汝
官
窯
系
統
の
官
窯
・
的
官
窯
の
作
品
の
名
称
を
附
す
る
の
に
苦
し
ん
で
出
来
上
っ
た
帯
帯
窯
即
ち
「
お
見
ち
ゃ
ん
銭
円
」
な
ん
と
い
う
言
葉
は
立
派
，、
iL 
な
陶
資
の
名
称
に
は
な
り
に
く
い
言
張
で
、
由
緒
不
明
な
迷
い
子
町
名
称
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
然
も
こ
の
帯
帯
窯
な
る
言
葉
も
明
初
出
阪
の
『
格
古
要
論
』
が
初
出
で
そ
れ
以
前
に
は
な
い
訳
で
、
名
称
白
つ
け
よ
う
の
な
い
迷
い
子
の
一
系
統
に
与
え
ら
れ
た
明
初
町
名
称
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
後
に
は
官
・
帯
・
汝
・
定
な
ど
の
最
高
規
格
の
名
窯
白
一
つ
と
は
な
り
ま
す
が
、
事
実
は
迷
い
子
。
官
壁
…
風
育
菟
な
の
で
す
。
と
い
ふ
ま
し
て
も
実
質
は
筋
ご
蹴
白
名
窯
た
る
に
恥
じ
な
い
も
の
な
の
で
す
。
」
と
述
ベ
、
続
い
て
、
作
官
窯
育
費
・
余
杭
窯
・
烏
泥
窯
を
論
じ
た
あ
と
、
H
M
官
窯
青
鷲
で
最
も
は
っ
き
り
し
た
性
格
を
一
部
す
も
の
と
し
て
吉
州
の
砕
器
窯
を
あ
げ
上
説
の
補
強
を
す
る
。
「
砕
器
窯
は
南
宋
末
の
菅
攻
耳
目
理
想
、
汝
官
窯
の
美
の
究
極
と
し
て
造
ら
れ
た
大
き
な
ひ
び
を
帯
び
た
稲
田
紋
様
を
も
っ
渋
い
好
の
郊
担
官
祭
を
模
倣
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
南
宋
時
代
に
造
ら
れ
た
も
り
に
は
胎
土
を
時
味
し
な
い
限
り
郊
壇
官
窯
と
見
分
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
香
炉
な
ど
白
上
手
白
も
白
で
全
部
粕
を
被
っ
て
し
ま
っ
て
高
台
の
鉄
足
な
ど
に
な
っ
て
い
る
も
白
に
な
る
と
高
台
を
削
っ
て
地
土
を
時
味
し
な
い
限
り
両
者
の
分
別
は
で
き
な
い
の
で
す
。
勿
論
こ
う
い
う
も
の
は
今
迄
官
窯
一
岩
し
く
は
司
祭
と
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
な
の
で
す
o
時
代
が
元
か
ら
明
初
に
な
る
と
柿
色
も
郊
理
風
の
粉
育
の
も
の
以
外
陪
緑
・
出
回
程
・
青
白
・
牙
白
・
乳
自
・
黄
白
・
莱
褐
そ
の
他
色
々
の
微
妙
な
色
を
交
え
ま
す
。
門
中
略
)
大
体
、
郊
七。
壇
官
祭
が
窯
跡
白
発
見
せ
ら
れ
る
ま
で
実
体
が
解
ら
ず
、
多
く
帯
窯
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
砕
器
柑
問
。
殆
ん
ど
が
、
寄
窟
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
り
で
あ
り
ま
し
て
数
に
お
い
て
は
帯
祭
町
中
枢
を
な
す
も
の
が
砕
器
窯
で
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
が
深
い
の
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
郊
坦
官
篤
と
砕
器
窯
が
迷
い
子
育
資
の
名
称
た
る
司
祭
の
籍
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
ら
寄
窯
は
何
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
汝
窯
系
、
竜
泉
窯
系
そ
の
他
南
宋
・
元
の
ひ
び
あ
る
背
賓
の
窯
給
不
明
の
も
の
が
僅
か
残
る
だ
け
で
あ
り
ま
し
て
実
体
は
更
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
町
中
更
に
汝
窯
系
や
竜
泉
諜
系
の
盤
町
跡
の
は
っ
き
り
し
た
も
の
を
本
絡
に
収
め
て
し
ま
い
ま
す
と
他
は
迷
い
子
ば
か
り
白
憐
れ
な
ひ
び
あ
る
背
菟
の
集
団
と
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
勿
論
そ
れ
ら
の
迷
い
子
で
も
そ
の
生
産
さ
れ
た
時
代
に
は
鹿
と
し
た
祭
絡
を
も
っ
て
い
た
に
相
遺
あ
り
ま
せ
ん
o
然
し
文
献
的
に
不
遇
な
運
命
を
辿
っ
た
た
め
に
寄
窯
と
い
う
名
白
中
に
押
し
込
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
ら
の
迷
い
子
育
交
は
飯
め
て
少
量
の
も
の
で
あ
り
ま
し
て
寄
祭
な
ど
と
い
う
大
き
い
歴
史
的
名
称
を
与
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
窯
祉
不
明
白
宋
代
或
い
は
元
時
代
背
誌
と
し
て
新
し
く
別
個
に
過
す
べ
き
も
の
と
信
じ
ま
す
。
こ
与
に
、
中
園
の
名
祭
「
お
兄
ち
ゃ
ん
盟
…
」
却
も
迷
い
子
眠
時
は
解
消
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
門
下
略
U
」
と
論
考
さ
れ
て
い
る
。
論
述
の
あ
る
筒
所
に
は
速
断
?
と
思
わ
れ
る
の
も
存
在
す
る
が
明
確
な
推
論
で
あ
る
。
こ
れ
程
問
題
の
多
い
耳
窯
な
る
も
の
の
実
態
を
、
古
窯
枇
発
掘
に
よ
っ
て
資
料
が
激
増
し
て
よ
り
の
ち
の
中
国
で
い
か
に
解
明
さ
れ
て
い
る
か
期
待
さ
れ
た
訳
で
あ
る
が
、
概
略
は
既
述
の
通
り
、
専
窯
・
弟
窯
と
も
に
景
徳
鎮
育
費
に
影
響
を
与
え
た
竜
泉
窯
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
多
量
の
出
土
資
料
を
吟
味
す
れ
ば
、
実
在
と
信
開
閉
山
さ
れ
て
い
る
行
文
に
も
裏
付
け
の
根
拠
が
多
く
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
非
実
在
、
或
い
は
不
明
の
も
の
と
す
れ
ば
、
景
徳
鎮
青
驚
に
関
す
る
と
の
結
論
も
再
検
討
の
要
が
起
る
こ
と
に
な
る
。
久
志
氏
の
論
説
は
終
戦
后
解
放
さ
れ
た
貴
族
・
大
名
な
ど
の
秘
蔵
物
の
数
々
を
新
た
に
検
証
し
て
結
論
さ
れ
た
も
の
と
い
う
が
、
大
胆
す
ぎ
る
と
し
て
退
け
る
に
は
真
実
性
が
あ
り
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
国
、
或
い
は
研
究
所
で
は
寄
窯
の
問
題
な
ど
早
い
過
去
に
解
明
ず
み
な
の
か
、
又
は
論
考
す
る
に
足
る
資
料
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
こ
の
よ
う
な
点
に
関
し
て
こ
そ
日
本
で
は
望
み
得
な
い
未
見
の
資
料
を
活
用
し
、
今
后
、
解
決
さ
れ
る
日
が
く
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
こ
の
篇
の
第
二
章
は
「
景
徳
鎮
資
業
中
的
資
本
主
義
因
素
的
萌
芽
ハ
明
到
清
:
十
四
世
紀
|
十
八
世
紀
)
」
と
題
し
、
景
徳
鎮
の
最
盛
期
の
詳
説
が
あ
る
。
さ
て
、
そ
れ
で
は
蹴
芽
を
ど
こ
に
求
め
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
鋲
が
官
窯
の
集
中
地
と
な
り
中
国
費
器
工
業
の
中
心
地
と
な
っ
て
、
技
術
・
芸
術
方
面
に
か
つ
て
み
な
い
輝
か
し
い
成
就
を
果
寸
時
期
、
明
(
十
六
世
紀
)
に
あ
る
と
す
る
。
理
由
は
匠
人
に
多
「
卦
徳
鋲
陶
資
史
稿
」
を
読
む
(
横
田
〉
少
な
が
ら
工
作
上
の
自
由
が
供
さ
れ
、
こ
り
自
由
が
就
ち
工
業
発
展
の
重
要
条
件
を
成
す
に
至
っ
た
か
ら
と
い
う
の
で
あ
る
。
第
一
節
「
官
民
競
市
下
的
支
業
生
産
」
中
の
「
工
役
制
度
之
逐
漸
廃
除
和
雇
傭
労
働
的
普
遍
」
に
述
べ
ら
れ
る
所
に
よ
れ
ば
、
グ
明
代
に
お
け
る
陶
工
は
ま
ず
大
別
し
て
匠
鰐
的
官
匠
と
雇
備
工
匠
と
の
こ
種
に
分
れ
、
官
匠
は
更
に
愉
班
匠
と
住
坐
匠
に
分
れ
る
。
輸
班
門
輪
班
U
匠
は
全
国
各
地
か
ら
剖
入
さ
れ
た
匠
籍
的
工
匠
で
若
干
白
斑
に
分
れ
、
輪
流
し
て
京
師
に
至
り
三
ヶ
月
服
役
す
る
。
こ
の
工
匠
は
南
北
両
京
町
工
部
に
属
L
、
江
西
り
も
の
は
南
京
工
部
に
隷
属
し
て
四
年
一
班
で
あ
る
υ
景
徳
鋲
白
陶
資
工
匠
は
も
と
も
と
銭
り
御
廠
に
在
っ
て
服
役
す
る
の
で
あ
る
か
ら
一
種
の
存
留
工
匠
白
性
質
を
も
ち
他
方
輪
班
一
類
に
入
る
白
で
あ
る
。
陶
議
工
匠
は
上
班
匠
と
も
よ
ば
れ
、
御
廠
二
十
三
作
m陶
資
生
産
工
程
U
に
服
役
し
、
作
に
は
作
頭
五
五
名
、
作
匠
三
三
四
名
、
竜
紅
作
な
ど
の
特
殊
作
を
含
め
て
四
百
名
以
上
存
在
し
た
。
上
班
匠
の
下
に
夫
役
が
あ
り
、
工
匠
の
助
手
を
す
る
も
の
で
上
工
夫
と
よ
び
、
館
州
七
県
か
ら
派
遣
さ
れ
大
七
名
、
此
の
外
に
-
九
O
名
白
砂
土
夫
が
あ
り
、
す
べ
て
締
役
に
属
す
る
。
更
に
雇
役
・
麗
夫
と
よ
ば
れ
る
階
層
り
も
の
を
加
え
る
と
大
小
工
匠
約
五
百
、
持
走
力
役
之
人
千
を
下
ら
ず
、
と
い
う
白
が
御
服
務
器
生
産
労
働
力
の
情
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
工
匠
の
生
活
は
、
官
匠
は
四
年
一
班
、
南
京
工
部
に
赴
い
て
銀
一
両
八
銭
を
上
納
す
る
。
件
造
に
あ
え
ば
即
ち
各
匠
上
工
を
拘
集
し
て
工
食
を
自
ら
備
え
る
。
と
こ
ろ
で
班
銀
制
と
い
う
の
は
嘉
靖
年
間
の
規
定
七
で
、
銀
を
以
っ
て
役
に
代
え
る
排
法
で
あ
っ
た
。
毎
班
の
征
銀
一
一
円
八
銭
を
分
け
て
四
年
と
な
し
、
毎
年
征
銀
四
銭
五
分
。
班
銀
を
納
め
れ
ば
役
を
免
ず
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
然
る
に
事
実
上
は
全
く
然
ら
ざ
る
も
り
で
、
焼
造
を
完
了
す
る
目
が
来
て
も
何
か
と
口
実
を
設
け
て
延
期
さ
れ
『
各
匠
服
役
二
十
年
、
未
だ
停
止
す
る
を
得
ず
O
i
-
-景
徳
鎮
陶
匠
を
し
て
g
身
は
尉
役
に
服
せ
ど
も
、
叉
班
銀
を
納
む
。
控
訴
す
る
所
な
く
実
に
闘
し
み
に
勝
え
ざ
ら
し
む
8
を
致
す
。
』
と
い
う
実
状
で
あ
っ
た
。
こ
の
治
下
で
陶
匠
遥
は
い
か
に
し
て
そ
明
生
活
を
維
持
し
た
か
。
結
局
は
治
者
逮
の
も
う
ま
い
を
つ
く
の
で
あ
る
が
、
一
は
上
工
夫
な
ど
の
包
泊
。
例
え
ば
隆
康
五
年
連
判
・
陳
学
乾
織
す
ら
く
『
上
工
夫
三
六
七
名
多
く
は
官
人
役
に
包
占
せ
ら
れ
、
甚
し
き
は
一
人
に
て
こ
・
三
名
を
包
す
る
に
至
る
も
の
あ
り
。
点
閲
に
遇
え
ば
倉
皇
と
し
て
伺
情
容
応
し
、
点
轟
れ
ば
随
っ
て
去
る
。
其
の
売
問
包
泊
之
弊
宇
多
L
o
』
と
、
多
く
は
官
人
役
に
包
占
さ
れ
、
検
閲
由
時
だ
け
雇
傭
に
あ
る
よ
う
に
見
せ
か
け
る
便
法
で
あ
る
。
他
は
育
料
な
ど
を
窃
取
す
る
所
詞
青
色
狼
籍
で
あ
る
。
『
有
司
能
く
察
せ
ず
し
て
、
民
聞
に
流
れ
、
匠
戸
と
商
し
て
其
蔵
を
取
り
、
以
っ
て
市
民
に
市
す
。
』
雇
役
の
取
酬
は
『
画
役
は
別
ち
日
給
工
食
二
分
五
麗
(
一
年
九
丙
〉
、
竜
紅
大
匠
と
敵
背
等
の
匠
は
、
則
ち
日
給
工
銀
三
分
五
屋
三
年
十
二
両
六
銭
U
、
上
工
夫
・
砂
土
夫
は
毎
日
給
工
金
銀
二
分
門
一
年
七
両
二
銭
U
な
り
。
御
廠
工
を
典
L
如
算
を
起
き
ば
、
各
夫
浮
認
県
に
赴
き
給
領
き
る
、
但
し
上
工
夫
・
砂
土
夫
は
事
実
上
領
到
せ
ず
、
そ
の
生
活
は
官
匠
に
柏
駅
ベ
尤
も
背
し
。
』
七
己
の
情
況
は
当
時
の
人
に
も
改
変
の
要
を
感
ぜ
し
め
、
官
匠
に
関
し
て
は
、
匠
籍
を
廃
除
し
、
民
匠
に
勾
編
し
て
応
役
せ
し
む
べ
し
、
と
主
張
さ
せ
、
や
が
て
方
暦
十
二
年
班
銀
を
納
め
る
こ
と
を
廃
除
L
、
官
匠
を
改
め
て
雇
怖
と
し
、
上
工
夫
の
踊
役
は
万
暦
六
年
以
后
『
尽
行
停
征
』
と
な
り
『
上
班
匠
・
上
工
夫
・
砂
土
夫
、
明
白
中
葉
以
后
都
て
工
役
よ
り
蕗
備
労
働
を
変
成
し
、
消
・
順
治
二
年
正
式
に
明
令
の
こ
の
湿
の
制
度
を
廃
除
す
。
』
と
な
っ
た
。
『
此
よ
り
か
れ
ら
白
封
建
主
人
格
に
対
す
る
依
附
は
大
々
的
に
削
弱
さ
れ
、
か
れ
ら
の
独
立
性
は
大
々
的
に
増
加
し
た
。
比
に
由
り
か
れ
ら
は
歴
史
上
未
曾
有
の
自
由
を
獲
得
し
彼
ら
の
労
働
生
産
白
主
動
性
と
積
極
性
を
昂
め
、
生
産
力
と
社
会
関
係
自
発
ス
ミ
ヤ
ー
、
展
を
快
か
な
ら
し
め
、
社
会
が
資
本
主
畿
に
変
成
す
る
先
決
条
件
の
創
立
が
愈
々
迅
速
に
な
っ
た
。
朗
代
中
紫
以
后
資
本
主
義
の
因
索
。
迅
速
な
増
長
に
一
白
有
力
な
困
索
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
如
上
の
論
述
の
前
半
は
背
け
る
と
し
て
、
後
半
に
い
う
班
銀
の
廃
止
、
情
に
な
っ
て
官
匠
制
度
も
雇
傭
労
働
に
改
波
さ
れ
、
資
本
主
義
に
社
会
を
変
成
す
る
先
決
条
件
の
創
立
が
速
く
な
っ
た
と
い
う
条
に
つ
い
て
は
、
変
改
を
要
求
さ
せ
た
も
の
が
腐
敗
せ
る
封
建
統
治
下
に
お
け
る
工
人
の
生
活
状
況
の
酷
烈
き
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
説
明
し
つ
く
さ
れ
得
る
も
の
か
ど
う
か
。
改
進
を
叫
ぶ
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
と
て
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
力
は
何
か
、
社
会
・
政
治
状
勢
の
変
化
の
説
明
を
補
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
叉
、
必
然
的
条
件
は
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
も
追
求
さ
れ
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
。
景
徳
鋲
だ
け
の
問
題
で
は
論
及
で
き
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
那
辺
の
追
求
に
不
足
を
感
じ
牽
強
の
感
を
免
れ
得
な
い
。
第
三
篇
「
半
植
民
地
半
封
建
社
会
的
景
徳
銀
資
業
」
は
、
第
一
章
「
鵠
片
戦
争
后
中
閏
社
会
経
済
的
変
化
対
景
徳
銀
翼
楽
的
影
響
」
、
第
二
章
寸
資
本
主
義
的
工
場
手
工
業
的
資
業
生
産
」
、
第
三
章
「
百
年
来
景
徳
銀
資
器
出
品
及
其
作
風
」
、
第
四
掌
「
在
洋
資
排
梼
的
下
景
徳
鋲
琵
器
的
内
外
市
場
」
、
第
五
章
「
百
年
来
景
徳
鎮
陶
支
工
人
運
動
和
中
国
共
産
党
領
埠
闘
争
的
勝
利
」
。
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
第
四
篇
は
新
中
国
の
景
徳
鎮
蚕
業
と
し
て
、
解
放
后
の
査
業
生
産
の
紋
復
と
発
展
、
鎮
の
現
状
が
述
べ
ら
れ
る
。
師
惜
放
初
期
の
資
業
状
況
は
、
一
九
四
九
年
十
}
月
に
至
っ
て
景
徳
鎮
に
己
に
復
工
し
た
支
廠
(
怪
廠
・
匝
鉢
廠
・
窯
廠
を
包
括
し
て
〉
共
に
一
千
三
百
屯
十
五
家
、
工
人
九
千
五
百
五
十
一
人
で
、
一
九
三
六
年
の
護
廠
一
千
七
百
八
十
六
家
、
エ
人
一
万
四
千
八
百
三
十
六
名
を
標
準
と
す
る
と
、
工
廠
は
約
百
分
の
七
七
、
工
人
は
約
百
分
の
六
一
に
な
り
九
解
放
前
の
残
鳴
の
情
況
に
比
し
八
倍
に
好
転
し
て
い
る
。
原
料
方
面
で
は
、
は
じ
め
に
先
ず
「
私
人
土
砿
只
許
同
姓
承
祖
閥
采
」
の
封
波
を
廃
除
、
集
体
投
資
聯
合
釆
掘
に
組
織
脊
え
し
た
。
労
資
協
商
時
期
の
器
業
生
産
は
、
一
九
玄
O
年
に
地
方
国
営
景
徳
鎮
市
建
国
費
廠
成
立
、
生
産
上
・
技
術
上
す
べ
て
全
市
費
業
生
産
の
一
面
旗
峨
に
作
為
し
た
。
一
九
五
一
年
、
公
拡
営
業
生
産
量
は
前
年
の
「
品
川
徳
銀
陶
翼
史
稿
」
を
説
む
(
横
田
)
三
割
増
、
公
蛍
生
産
は
百
分
の
こ
が
増
加
し
た
.
一
九
五
二
年
、
生
産
責
任
制
を
実
行
し
焼
窯
の
質
・
量
を
保
証
さ
せ
た
の
で
、
倒
窯
・
廃
品
等
の
現
象
は
大
い
に
減
少
し
た
。
第
一
期
五
ヶ
年
計
画
実
施
後
は
、
技
術
革
新
に
重
点
が
お
か
れ
、
一
九
五
三
年
に
は
景
徳
陶
市
陶
室
館
が
開
か
れ
、
ま
ず
工
人
の
労
働
条
件
を
根
本
的
に
改
変
す
る
こ
と
か
ら
着
手
さ
れ
た
。
又
、
生
涯
が
手
工
業
的
で
あ
る
為
、
分
散
し
、
規
模
も
狭
小
で
、
新
し
い
技
術
や
労
働
組
織
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
急
速
な
大
量
生
産
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
社
会
主
義
的
に
改
造
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
改
造
工
作
は
合
作
事
業
と
し
て
、
早
〈
も
一
九
五
-
年
二
月
に
始
め
ら
れ
、
拡
営
聯
営
の
方
式
を
取
っ
た
。
五
三
年
訊
営
聯
営
よ
り
公
拡
合
営
に
転
換
、
五
五
年
に
は
全
市
に
十
三
個
の
公
私
合
営
廠
が
出
現
し
た
。
私
営
か
ら
拡
営
聯
営
、
公
私
合
営
、
公
営
へ
と
進
め
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
一
九
五
三
年
に
は
工
人
は
-
万
九
千
二
百
六
十
四
人
に
増
加
し
、
一
九
四
九
年
を
百
と
す
れ
ば
二
百
十
六
に
な
る
@
ハ
下
略
〉
新
中
国
の
国
造
り
の
有
様
が
長
い
伝
統
を
も
っ
資
業
生
産
体
に
ど
の
よ
ラ
に
及
ぼ
さ
れ
た
か
如
実
に
一
市
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
又
、
国
民
全
体
の
た
め
に
と
い
え
，
方
針
が
貫
か
れ
る
た
め
に
、
解
放
置
後
か
ら
芸
術
方
面
も
閑
暇
さ
れ
る
と
と
な
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
社
会
主
義
化
が
如
何
に
迅
速
に
、
徹
底
的
に
行
わ
れ
た
か
、
他
の
種
々
の
面
で
関
知
し
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、
種
々
問
庖
七
七
回
は
あ
る
に
せ
よ
新
中
国
の
底
力
に
ふ
れ
る
思
い
が
し
た
@
明
清
時
代
の
陶
資
、
陶
工
に
関
し
て
僅
か
に
瞥
見
し
た
だ
け
の
筆
者
に
、
景
徳
鎮
ひ
い
て
は
中
国
陶
資
全
史
に
わ
た
る
本
書
の
展
観
、
批
評
な
ど
は
不
可
能
に
近
い
の
で
あ
る
が
、
愛
宕
先
生
の
再
度
に
わ
た
る
御
鞭
縫
に
よ
り
浅
学
を
も
願
ず
敢
え
て
難
事
を
果
さ
せ
て
戴
い
た
。
昨
年
は
「
永
仁
の
つ
ぼ
」
事
件
が
耳
裂
を
驚
か
せ
、
最
近
衆
議
院
で
重
要
文
化
財
か
ら
の
取
消
要
求
が
あ
っ
た
り
し
て
帰
趨
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
思
う
に
つ
け
て
も
「
古
美
術
」
の
鑑
定
、
観
賞
の
難
し
さ
が
今
夏
な
が
ら
思
い
知
ら
れ
、
誤
読
、
独
り
合
点
な
ど
に
よ
り
本
警
に
つ
い
て
も
甚
だ
し
い
論
難
の
あ
る
の
を
怖
れ
る
。
今
后
の
備
お
一
そ
う
の
研
鈴
を
期
し
て
御
寛
恕
を
請
う
次
第
で
あ
る
が
A
最
后
に
、
新
中
国
の
躍
進
の
度
合
に
比
し
て
、
お
く
れ
の
見
ら
れ
る
図
版
印
刷
に
一
そ
う
の
鮮
明
さ
の
加
わ
ら
ん
こ
と
を
望
む
や
切
な
る
も
の
が
あ
り
、
社
会
と
芸
術
の
問
題
を
、
あ
ら
た
め
て
沈
思
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ハ
了
)
な
お
、
「
景
徳
鎮
陶
費
出
品
輸
」
は
江
西
省
軽
工
業
庁
陶
査
研
努
所
続
三
九
五
九
年
、
北
京
、
=
一
聯
寄
宿
V
で
あ
る
。
